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( 1 )

時預かりについて

この1年間で、生活上の所用やリフレ、ツシュ目的、冠婚葬祭や子どもの親の

病気、あるいは就労のため、子どもを家族以外の誰かに一時的に預けた経験

の有無(単数回答)

子どもを一時的に預けた経験については、「あった」力哨尤学前児童265%、小学生児童178%

となっています。

圃就学前児童(N=209)

口小学生児童(N=137)

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0% 20%

26.5

( 1 )

17.8

40%

1 一時的に預けた年間日数

(数量回答)

*「ある」と答えた方のみへの質問

子どもを一時的に預けた年間日数については、

就学前児童、小学生児童ともに、「7日以上」への

割合が最も高くなっています。

.ある

60%

67.6

71 .1

日なし、

80% 100%

口不明・無回答

5.9

11.1

0%

1日

【年間】

20%

2日

18

8.0

1 .0

8.0

10

1 .6

40%

3日

60%

4日

80%

フ.フ

22

67

5.1

2.4

2.9

5日

7日以上

不明・無回答

100%

6日

62

39.フ

U.5

1 .6

65



【世帯構成別、年齢別(学年別):一時預かりの有無】

就学前児童

父母同居〔N=66幻

父同居(ひとり親家庭)〔N=1の

母同居(ひとり親家庭)〔N=3田

祖父同居〔N=95〕

祖母同居〔N=146〕

祖父近居〔N=312〕

祖母近居〔N=351〕

その他〔R=4の

喋 20%

,.

40%

0歳〔N=123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=92〕

4歳〔N=106〕

5歳〔N=104〕

6歳〔N=8の

60%

0

8

小学生児童

80%

父母同居〔N=615〕

父同居(ひとり親家庭)〔N=11〕

母同居(ひとり親家庭)〔N=7田

祖父同居〔N=111〕

祖母同居〔N=165〕

祖父近居〔N=242〕

祖母近居〔N=295〕

その他〔N=31〕

1年〔N= 126〕

2年〔N=12刀

3年〔N=103〕

4年〔N=115〕

5年〔N=13幻

6年〔N=12刀

刀

7

刀

100%

5. 1

8

10. 0

7

5

フ、 9

6, 4

6. 3

亜ある

眺

8. 9

5. 8

9

0

5

2畷

6

8

フ, 5

田なし、

1. 3

フ. 3

フ. 3

40%

5. 1

3. 8

フ. 0

口不明、無回答

6眺

2

72.フ

6. 6

2

10.2

8

フ. 5

フ. 1

80%

83. 8

3

100%

8. 6

8

18, 2

9

14.3

匿ある

6. 3

1. 9

8. 5

63

72

9. 9

8.フ

11. 5

66

16. 1

2. 6

田なし、

3. 5

゛

11.9

12. 6

10.フ

口不明・無回答

13.9



( 1 )

一時的に預けた際のそれぞれの対処日数については、『私用(買い物、習い事)、りフレッシユ目

的』『就労』では「1日」「7日以上」の項目力塙くなっています。また、『冠婚葬祭、子どもの親の

病気』では門~2日」が比較的高くなっています。

預けた理由別の対処日数(数量回答)*「ある」と答えた方のみへの質問

【私用噴い物、習い事)、りフレッシュ目的】

0%

1日

20%

9.5

フ.フ

5.8

9.1

3.6

3.8

07

4.3

2.9

1 .0

07

2日

40%

,4

3日

60%

4日

80%

5日

7日以上

不明,無回答

100%

6日

【冠婚葬祭、子どもの親の病気】

95

17.フ

0%

1日

20%

8.1

29

1.9

5.1

1 .9

0.フ

1.0

22

0.5

00

3.8

5.8

.就学前児童(N=209)

田小学生児童(N=13刀

2日

U0

屋就学前児童(N=209)

田小学生児童(N=137)

40%

3日

0%

1日

60%

672

4日

20%

【就労】

3.3

5.1

4β

5.8

33

4.4

1 .0

22

2.4

22

0.0

1.5

2日

80%

5日

40%

7日以上

不明・無回答

3日

100%

6日

60%

4日

80%

5日

7日以上

不明・無回答

100%

6日

.就学前児童(N=209)

口小学生児童(N=13刀

11 0

26.3

0%

69,

67.

1日

【その他】

20W

6.フ

66

1 .9

6.6

5.フ

5,1

1 .9

0.フ

43

4,4

1 .0

0.0

厘就学前児童(N=209)

口小学生児童(N=13刀

2日

40%

5 .6

3日

7

60%

4日

.6

80%

5日

7日以上

不明・無回答

100%

6日

67

9.1

8.8

4
」

0
0



(1)-2

一時預かりを今後利用、または利用を増やしたいと思う、月あたりの日数にっいては、就学前児

童で「1日」「2日」への割合が比較的高くなっていますが、一時預かり事業の今後の意向について

は全体で3割以下となっています。

また、小学生児童では、就学前児童に比ベ意向が少ない状況となっています。

一時預かりを今後利用、または利用を増やしたい意向があるか

(数量回答)

0%

1日

20%

フ.6

3.4

72

1.4

5.1

0.1

4.1

0.5

1.0

13

0.4

0.4

2.フ

1.フ

2日

40%

3日

60%

4日

80%

5日

7日以上

不明・無回答

100%

6日

直就学前児童(N=790)

Z 小学生児童(N=769)

7 0

912

ノ

68



8 宿泊を伴う一時預かりにっいて

( 1 )

子どもを泊りがけで一時的に預けた経験の有無については、「あった(預け先が見っからなかった

場合を含む)」力苛尤学前児童で109%、小学生児童が13.0%となっています。

この1年間に、保護者の用事などにより子どもを泊まりがけで家族以外に預
けなけれぱならなかった経験の有無(単数回答)

就学前児童(N=79の

小学生児童(N=769)

0%

10.9

( 2 )

20%

子どもを泊のがけで一時的に預けた際の対処にっいては、就学前児童、・小学生児童ともに「(同居

者を含む)親族・知人に預けた」が最も高くなっています。

13.0

この1年間の対処方法(複数回答)

*「あった」と答えた方のみへの質問

40%

腫あった(預け先がみつからなかった場合を含む)

(同居者を含む)親戚・知人に預けた

保育サービスを利用した

仕方なく子どもキ伺行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明,無回答

60%

857

832

80% 100%

0%

田なかった

3.4

口不明・無回答

20%

00

0.0

1 .3

3.0

0.0

3.8

40%

4.0

69

60% 80%

語就学前児童(N=78)

69.0

27.0

100%

100 0

勿小学生児童(N=10の

0
 
0
 
0



【就労類型別、年齢別(学年別):宿泊を伴う一時預かりの有無】

亨尤学月心見童

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=29〕

眺

0歳〔N= 123〕

1歳〔N=13刀

2歳則=12幻

3歳〔N=92〕

4歳則=10釘

5歳〔N= 104〕

6歳〔N=8の

20% 40% 60%

4

小学生児童

フ. 9

1. 8

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

父母無職〔N=9釘

2. 8

80%

3. 5

8. 3

10呪

慶あった(預け先がみつからなかった場合を含む)
Zなかった

口不明・無回答

89. 8

呪

8

3.フ

2

6. 1

0. 2

10.3

20%

1年〔N=12釘

2年〔N=12刀

3年〔N= 103〕

4年〔N=115〕

5年〔N=13幻

6年〔N=12刀

3.フ

75. 0

3

40%

6

3

2. 2

60%

4.フ

1. 9

90. 3

6. 3

79. 3

80%

8. 4

2

画あった(預け先がみつからなかった場合を含む、)
國なかった

口不明・無回答

100%

フフ. 2

4

81. 6

1. 8

85. 2

14.フ

89. 1

2

85

4. 8

70

9

1. 0

1,フ

2

6. 3



( 3 )

子どもを泊のがけで一時的に預けた際の泊数をみると、『(同居者を含む)親族・知人に預けた』

では、就学前児童、小学生児童ともに「1~3泊」への割合力塙くなっています。

その際の泊数(数量回答)*「あった」と答えた方のみへの質問

【(同居者を含む)親戚・知人に預けた】

0%

1泊

20%

5.1

5.8

40%

256

フ.9

0

5.9

60%

.就学前児童(N=78)

口小学生児童(N=69)

71

フ.フ

0.0

0.0

6.4

72

1.3

0.0

【保育サービスを利用した】

※就学前児童、小学生児童ともに回答はありませんでした。

【仕方なく子どもも同行させた】

※小学生児童で「1泊」に1件の回答がありました。(就学前児童は回答なし)

【仕方なく子どもだけ,で留守番させた】

※小学生児童で「1泊」「7泊以上」にそれぞれ1件の回答があのました。(就学前児童は回答

なし)

【その他】

※就学前児童、小学生児童ともに回答はあのませんでした。

80%

6泊

7泊以上

100%

不明・無回答

29

203

泊
泊

2
 
3

1

白
白

4
 
5



( 4 )

『(同居者を含む)親族.知人に預けた』場合の困難度にっいては、就学前児童、小子生児童とも
に「特に困難ではない」力焦勺4~5割で、最も高くなっています。

小学生児童よのも就学前児童において「非常に困難」「どちらかというと困難」を口わせた『困難』
だと感じている割合がやや高い傾向にあのます。

その場合の困難度(単数回答)

「(同居者を含む)親戚・知人に預けた」と答えた方のみへの質問*

就学前児童(N=78)

小学生児童(N=69)

0%

【就労類型男1上親族・知人に預けた場合の困難度】

9.0

20%

10.1

就学前児童

38,5

40%

曳非常に困難目どちらかというと困難阻特に困葵佳て'はない

232

父親のみ就労〔N=3の

母親のみ就労〔N=2〕

共働き〔N=4の

60%

眺

39.フ

父母無職〔N=打,

80%

53.6

20%

,.

100%

小学生児童

12.8

1 . 1

40%

共働き〔N=42〕

父親のみ就労〔N=幻

母親のみ就労〔N=11〕

6,フ

13,0

口不明・無回答

贋非常に困難

囲特に困難ではない

60%

0%

100

父母無職〔N=幻

6.フ

80%

33. 3

100. 0

20%

100%

12.5

口どちらかというと困難

口不明・無回答

8. 9

40%

16.フ

厘非常に困難

語特に困難ではない

60%

鼠

0

59. 5

2. 5

80%

50. 0

72

100%

11.9

Z どちらかというと困難

口不明・無回答

フ, 3

12_ 5

9. 1

25. 0



9 ベビーシッターについて

( 1 )

ベビーシッターの利用目的については、就学前児童では「主たる保育サービスとして利用してい

る」の件数が他に比ベて多く、小学生児童では「祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえない

ときに利用している」に回答がみられます。

ベビーシッターを利用している目的、(複数回答)

主たる保育サービスとして利用している

保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用して

いる(朝・夕等)

子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用

している

親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

その他の目的で利用している

不明・無回答

( 2 )

ベビーシッターの利用頻度については、以下のとおのとなっています。

ベビーシッターの利用頻度(数量回答)*「利用している」 人のみへの質問

、,利用日数Z月1六

・ご就学前児童写
イ'(凡Ξ'790)・1ぎ三

1日

2日

1謬1小学生児童毛
.ゞぐ凡Ξブ69)1七f

就学前児童

二1(N-、13jt'

3日以上

不明・無回答

単位:件

7

2

単位:件

2

小学生児童

1 '( N 〒= 1 j11y

2

0

0

2

0

3

0

8

7刀

0

0

シ利用時間,イ日lj

0

0

0

1時間

0

7朋

2時問

3時間以上

就学前児童

(N土13アー

不明,無回答

単位:件

小学生児童

XI(N、、i)

0

0

3

10

0

0

0

73

才゛「
夕
'

'
'
'

二
一
:
ン
、
、
血
{

.
,
、

「
二
、

、
』
禽
、
ニ
~
ー

モ
、

」
.

J
 
-
 
J
゛
予

、
-
J
 
1

↓峡
一
入
ゞ

芝
,
ー

イ、
1 ↓

 
H
 
ゴ

、
、

"
、
"
゛
一
三
:
'
"
、
」
'

,
ニ
ニ
、
、
、
、



10 ファミリーサボートセンターについて

( 1 )

ファミリーサポートセンターの利用にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「利用していな

い」が5割以上、「制度を知らない」が4割近くを占めています。

ファミリーサボートセンターの利用状況(単数回答)

就学前児童(N=79の 0.8

小学生児童(N=769)0.3

0%

( 1 )

20%

ファミリーサポートセンターを利用している目的としては、就学前児童では「主たる保育サービ

スとして利用している」「祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している」が

他と比ベて回答が多く、小学生児童では「親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している」

「その他の目的で利用している」に回答があのました。

ファミリーサポートセンターを利用している目的(複数回答)
*「利用している」と答えた方

40%

亜利用している

54.9

52.9

60%

Z利用していない

主たる保育サービスとして利用している

保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で
利用している(朝・夕等)

子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用してぃる

祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえない
ときに利用している

親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に
利用している

保育施設等の送り迎えに利用している

その他の目的で利用している

80%

392

段制度を知らない

38,4

50.0

100%

5.1

口不明,無回答

8.5

0%

囲小学生児童(N=2)

20%

0,0

0.0

40%

7

不明・無回答

50.0

1 7

50.0

60%

0.0

0.0

33.3

目就学前児童(N=6)

74

C
 
O
 
0

0
 
0
 
0



【就労類型別、年齢別(学年別):ファミリーサボートセンターの利用状況】

就学前児童

父親のみ就労〔N=371〕.

共働き〔N=35刀

母親のみ就労則=33〕

0%

父母無職〔N=29〕.1

0歳〔N=123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=92〕

4歳〔N=10釘

20%

8. 3

40%

2. 6

8. 5

1.フ

5歳〔N=104〕. 1

60%

2. 3

6歳〔N=8の

4.フ

小学生児童

80%

35. 9

5. 5

2. 9

父親のみ就労〔N=165〕 11

9

共働き〔N=41刀

蓋利用している口利用していない囲制度を知らない口不明.無回答

51.9

4. 1

34. 5

10叫

母親のみ就労〔N=92〕

5. 0

9. 6

5. 4

3. 8

畷

父母無職〔N=9釘,.

0

9. 1

13, 8

0. 9

1年〔N=12釘

2年〔N=12刀

3年〔N=103〕

4年〔N=115〕

5年〔N=13釣

6年〔N=12刀

20%

フ, 3

8. 3

1. 5

6

5. 9

40%

,.

2. 1

3

29. 8

6、 5

8. 8

48. 9

t '

..

5.フ

5. 3

1 1

60%

8

'ι

54. 8

6. 3

..

0

1 . 5

80%

36, 5

6, 1

盟利用している國利用していない閏制度を知らない口不明・無回答

0, 6

6, 5

2

9. 6

8. 9

100%

フ. 4

フ. 3

8. 1

フ. 6

巧.8

2. 3

2. 6

3.フ

75

フ. 1

フ. 8

フ.フ

フ. 1

4. 9

11.3

5. 8

12. 6



(1)-2 ファミリーサポートセンターをどのくらいの頻度で利用しているか

(数量回答)

*「利用している」と答えた方

ファミリーサポートセンターを利用している日数については、就学前児童では「5日以上」、利用

する時閻数につぃては「3時間以上」への回答が多くなっています。

【利用する日数綱あたり)】

単位

ニ'ー.;..'乏!_ fなゞ'^!.゛』ヱr-ーーど心 IL

111利用盲璽%見当1
1~2 日

3~4日

;1就学前児童,1
きπN'治、)ニミ

5日以上

不明・無回答

(1)-3

ファミリーサポートセンターの利用を増やしたい意向については、就学前児童で利用日数が「2

日」に1 件、小学生児童で利用日数が門日」に1 件、それぞれ回答があのました。(図略)

3

件

ファミリーサポートセンターの利用日数'1回当たりの時間数を増やし

たいか(数量回答)*「利用している」と答えた方のみへの質問

0

【1回あたりに利用する時間数】
単位:件

3

0

でtt¥,ー゛'〒r二弐:t^、4'-L;;:;、:'1J

¥趣j角'蒔問乏典'寺-h"互ご¥1.、.、.゛ー,ーニ~',J-、」,.1'、゛]事 Jf,1

0

(,1 )-4

0

0

ファミリーサポートセンターの今後の利用意向については、「定期的に利用したい」「不定期では

ある力甲」用したい」の合計の割合力芋尤学前児童で約3割、小学生児童では約1割となっています。

また、利用したい臼数については、就学前児童では「5日以内」への回答が多くなっています。

2

1時問

ファミリーサポートセンターの今後の利用意向(単数回答・数量回答)

*「利用していない」と答えた方のみへの質問

2時間

3時間以上

、'就学前児童、.

^主てN釜6)t三

不明・無回答

就学前児童
(N=434)

ソ1、学生児童

1τCN、.2 ),'

0

0

0%

小学生児童

(N=40刀。ぶグ

4

20%

ヂ突7・4

0

0

40% 60%

慶定期的に利用したい

田不定期ではあるが利用したい

圏利用希望はない

口不明・無回答

60.1

80%

76.フ

100%

11.1

11 3

【利用する日数(月あたり)】

ご利用白薮才月1
t

1~2日

3~4日

5日以上

就学前児童

(N辻、6〕

不明・無回答

0

0

0

76

小学生児童

(N〒FO)
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【就労類型別、年齢別(学年別):ファミリーサポートセンターの利用状況】

就学前児童

共働き〔N=20幻

父親のみ就労〔N=195〕

母親のみ就労〔N=16〕

父母無職〔N=15〕

0% 20%

6

0歳則=52〕

1歳〔N=75〕

2歳〔N=71〕

3歳〔N=59〕

4歳〔N=55〕

5歳〔N=68〕

6歳〔N=43〕

ι, 18. 8

4呪

6.フ

1 .

60%

60. 6

.ι

2

4.フ

57. 9

,.

9. 6

22

68. 8

小学生児童

80%

3, 3

5. 5

1 9. 1ノノ'、

父親のみ就労〔N=8釘 11

共働き〔N=233〕

100%

詔定期的に利用したい

圃利用希望はない

11.1

母親のみ就労〔N=45〕 4. 11.1

0. 9

10, 8

6, 2

0,フ

0%

父母無職〔N=43〕,' 14

12. 5

62.フ

64. 8

,'

13, 3

60. 0

12. 9

67. 6

20%

1年〔N=69〕

3

9、 6

2年〔N=7刀'. 13

12. 0

65. 1

3年〔N=53〕.'

國不定期ではあるが利用したい

口不明・無回答

40%

..

4年〔N=53〕,,

15. 3

2

5年〔N=7幻

1 7. 4

14. 5

6年〔N=63〕.'

刀.3

11.8

60%

20

9. 3

5

フ. 8

62. 8

7

80%

9

贋定期的に利用したい

囲利用希望はない

69. 6

74. 0

100%

9. 9

66. 0

9. 3

84. 9

80. 8

11.1

23. 3

2. 5

77

13. 0

田不定期ではあるが利用したい

口不明・無回答

13. 0

13. 2

フ. 5

11.5

9. 5

0



れ 地域子育て支援拠点事業にっいて徳尤学前)

( 1 )

地域子育て支援拠点事業の利用状況については、「利用していなしU が859%、「利用している」

が108%となっています。

地域子育て支援拠点事業の利用状況(単数回答)

①地域子育て支援拠点事業の利用状況

就学前児童(N=790)

0%

②地域子育て支援拠点事業の週あたりの

利用日数(数量回答)

*「地域子育て支援拠点事業を利用している」方のみ

10.8

20%

地域子育て支援拠点事業を利用している日数につい

ては、週あたの門回」が最も高くなっています。

趣利用している

40% 60%

85,9

勿利用していない

80% 100%

口不明・無回答

33

1回

2回

3回以上

不明・無回答

0%

就学前児童(N=85)

20% 40% 60% 80%

1 0.6

3.5

62.4

100%

23.5

78



【就労類型別、世帯構成別、年齢男1上地域子育て支援拠点事業の利用状況】

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕,ι

父同居(ひと

母同居(ひと

0%

父母無職〔N=29〕

父母同居〔N=66幻

り親家庭)〔N=1の

り親家庭)〔N=3幻

祖父同居〔N=9句

祖母同居〔N=14釘

祖父近居〔N=31幻

祖母近居〔N=351〕

その他〔N=4の

20% 40%

3

60%

90. 9

78

89.フ

80%

0歳〔N= 123〕

1歳〔N= 13刀

2歳〔N=12田

3歳〔N=92〕

4歳〔N= 106〕

5歳〔N= 104〕

6歳〔N=8の

100. 0

5

100%

4,フ

1. 6ノノー、

7

9. 1

1 . 1

6. 9

88

88. 9

4

90. 0

0

2. 6

7

匿利用している

1. 1

フ. 4

6

5. 3

5. 8

4

6

5

0

2. 5

口利用していない

4. 9

4

8

2

口不明・無回答

1. 9

5. 0

79



( 2 )

地域子育て支援拠点事業等の利用意向にっいては、「利用じたい」が242%と恋っています。

①地域子育て支援拠点事業の利用意向

地域子育て支援拠点事業を今後利用したいか(単数回答)

就学前児童(N=79ω

0%

②地域子育て支援拠点事業の週あたりの

希望利用回数(数量回答)

*「地域子育て支援拠点事業を利用したい」方のみ

20%

242

地域子育て支援拠点事業を希望する利用回数にっ

いては、「1回」が57.6%で最も高くなっています。

駆利用したい

2β

和%

273

口利用日数を増やしたい

60%
.

56.フ

80%

囲利用する予定はない

③地域子育て支援拠点事業の週あたりの希望
利用回数(数量回答)

* r利用・日数を増やしたい」方のみ

100%

地域子育て支援拠点事業の利用を増やしたい回数

については、「2回」が409%で最も高くなってい

ます。

163

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

不明・無回答

口不明・無回答

0%

就学前児童(N=191)

20% 40% 60% 80%

J

42

0.5

1.6

0,0

3.1

12.6

57,6

100%

20.4

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

不明'無回答

0%

就学前児童(N=22)

20% 40% 60% 80%

182

13.6

40.9

80

100%

0
 
0
 
0
 
0

0
 
0
 
0
 
0



【就労類型別、世帯構成別、年齢男1上地域子育て支援拠点事業の利用意向】

共働き〔N=35刀

父袈のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=29〕

父母同居〔N=66幻

父同居(ひとり親家庭)〔N=10〕

母同居(ひとり親家庭)〔N=3幻

祖父同居〔N=95〕

祖母同居〔N=146〕

祖父近居〔N=312〕

祖母近居〔N=35打

その他〔N=4の

0%

.

20%

.3

40%

7

60%

22.フ

.8

42. 9

80%

0

口利用日数を増やしたい

口不明・無回答

3. 2111ミ

0歳〔N=123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=92〕

4歳則=106〕

5歳〔N=104〕

6歳〔N=8の

8.フ

'

10覗

13. 2

14, 2

18. 3

.0

1:166. 3:1

3

70, 0

31.0

15. 2

: 65. 1

15. 9

62. 4

13. 5

1. 5

15. 8

7

0. 0

14.フ

7

17.1

冨利用したい

口利用する予定はない

42. 3

12. 2

49. 2

39. 0

16.3

12_ 3

20. 0

57. 6

11.4

23. 4
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( 3 )

地域子育て支援拠点事業を利用していない理由については、「保育所または幼稚園を利用している

ため」が33ρ%と最も高く、次いで「特に理由はなしU カヤ153%となっています。

地域子育て支援拠点事業を利用していない理由(単数回答)

*地域子育て支援拠点事業を「利用していない」方のみへの質問

利用したいサービスが地域にない

地域のサービスの質に不安がある

地域のサービスの利便性(開催時間・日数等)

自分がサービスの対象者になるのかどうか

時間がない

施設が遠くて利用できない

サービスの利用方法(手続き等)がわからない

車でないと行けないが、子どもが小さいので

一人で運転しにくい

保育所または幼稚園を利用しているため

特に理由はない

その他

不明・無回答

0% 10%

2.9

1.5

就学前児童(N=679)

30%20%

2.フ

2.4

【就労類型男1上地域子育て支援拠点事業を利用していない理由】

1.0

66

40%

1.0

50%

127

53

合計

153

共働き

父親のみ就労

母親のみ就労

15.6

現在利用していない主な理由

679

330

100.0

332

父母無職

100、0

20

不明・無回答

291

2,9

100,0

9

2.フ

10

30

100.0

1、5

10

3

26

3

100.0

相

0.9

2、フ

3.3

5

1.フ

2

16

0.6

2

24

16

6.フ

5.5

8

45

24

6.6

単位:件数/%

6

35

2_1

10.5

7

2

1.0

6.フ

9

3.1

2

0,6

86

12.フ

3.3

5

23

1.フ

6.9

7

1.0

56

19.2

224

0.3

33.0

3

82

10.0

5

157

1.フ

104

47.3

4

15.4

153

47

16.2

37

11.1

36

10

3.8

5,3

33 3

58

19.9

10

10

106

3.0

38.5

1 5.6

4

13_3

25

45

8.6

13.6

5

19,2

49

3.3

1 6.8

6

20.0

6

23.1

不
明
・
無
回
答

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
を
利
用
し
て

い
る
た
め

車
で
な
い
と
行
け
な
い
が
、
子
ど
も

が
小
さ
い
の
で
一
人
で
運
転
し
に
く

しサ
ー
ピ
ス
の
利
用
方
注
(
手
続
き

等
)
が
わ
か
ら
な
い

施
設
が
邇
く
て
利
用
で
き
な
い

^
問
力
く
な
い

自
分
が
サ
ー
ビ
ス
の
対
叡
者
に
な
る

の
か
ど
ぅ
か

地
域
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
(
開
催

時
問
・
日
数
等
)

地
域
の
サ
ー
ピ
ス
の
質
に
不
安
が
あ

る利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
に
な

し合
計

計

就
労
別


